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  森 雅亮 東京医科歯科大学大学院 医歯薬学総合研究科 教授 
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研究協力者 

  菊地主税 日本製薬工業協会 医薬品評価委員会 

 

研究要旨 

日本製薬工業協会（製薬協） 医薬品評価委員とともに、成人領域と小児領域に分別してリウ

マチ・膠原病のアンメットニーズ（UMN）に関するアンケート案を検討し、2020 年 12 月に両

者の合意のもとでアンケート内容を確定した（資料 1）。調査医薬品評価委員である各社代表

メンバー（72社） に委託し、各企業に属する個人に対して 2021年 1月 18日～2 月 5日に期

間に Web によるアンケート調査を施行した。 

本研究は、これまで協働する機会が殆どなかった製薬協および製薬企業の方々のご協力を得

て、製薬企業者の UMN について検討した稀有な研究といえる。記述回答についての詳細な解析

結果を含めて、患者や保険者を含む様々な立場からの UMN 探索結果と比較し、その差異を浮

き彫りにすることで、本研究班の目標であるUMNの解決を図れる可能性があると考えられる。

解析結果は、2021年 8 月に公表予定である。 
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A. 研究目的 

患者・医療者以外の医療利害関係者として製

薬企業・保険者等が存在する。他の医療利害関係

者のアンメットニーズを把握することにより、患

者代表者のアンメットニーズを多面的に捉え、そ

の特徴や客観性を明らかにすることが可能とな

る。製薬企業者のアンメットニーズについて探索

を行った。 

 

B. 方 法 

日本製薬工業協会（製薬協） の医薬品評価委

員とともに、成人領域と小児領域に分別して難治

性・希少免疫疾患のアンメットニーズに関するア

ンケート案を検討し、2020年 12 月に両者の合意

のもとでアンケート内容を確定した（資料 1）。

調査医薬品評価委員である 72 社代表に委託し、

各企業に属する個人に対し Web による調査を実

施した。 

 

C. 結 果 

アンケート実施期間は、2021 年 1 月 18 日～2

月 5日で、調査に同意した製薬企業社員 203名か

ら回答を得た。2021 年 5 月にアンケート調査結

果を一部集計し終えた（資料 2）が、5～8 月に記

述回答について研究協力者の所属する製薬協を

交えて詳細な解析を試みる予定である。 

 

D. 考 察 

本研究は、これまで協働する機会が殆どなかっ

た製薬協および製薬企業の協力を得て、製薬企業

者の UMN について検討した稀有な研究といえる。

記述回答についての詳細な解析結果を含めて、患

者や保険者などの様々な立場からの UMN 探索結

果と比較し、その差異を浮き彫りにすることで、

本研究班の目標である UMN の解決を図れる可能

性があると考えられる。 

 

E. 結 論 

製薬企業者の UMN について把握する目的で、

製薬協医薬品評価委員会とともに成人領域およ

び小児領域のリウマチ・膠原病に特化した UMN

に関するアンケート案を検討し、製薬企業者に

Web アンケート調査を実施した。解析結果は、

2021 年 8 月頃に公表予定である。保険者に対す

る UMNの探索については、保険者との調整を経て

次年度以降の実施を検討している。 
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＊最後に、アンケート調査にご協力いただいた製

薬企業の皆様に、この場をお借りして深謝します。


